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①読解・口頭表現 30 30 60 
② 日本語講読 30 30 60 
①文章表現 30 30 60 
言十 90 90 180 
① 日本事情（A) 32 26 58 
（ア） 日本の社会に (10) (10) ｜刻する概説
（イ） 日す本の概法政に
｜廻る説 (12) (12) 
（ウ） 日本すの経済に
関る概説 (10) (10) 
（司各題分野の諸問 (26) (26) 
② 日本事情（B) 50 42 92 
(20) (22) (42) 
（イ） 日（風本土文を化含・歴む史） (30) (20) (50) 
言十 82 68 150 
① 現代参代文観化産・研業に及修関等すひ現る 60 60 
② 伝統見統文学化等産業に及関すび伝る 60 60 
①特別講義 30 30 
言十 60 90 150 
日本務強化コース 240 80 320 

















































































































センター長：本学教綬が併任一一下一一研究部 教授 I，助教疑 1 
」ー （事務部）
協議只会・重要事項 （人事，予算等）を審議 17名（各学部等から教綬名 1t,) 
以除：問項 （活動時）を審議 11名（各学部制ら教授または助教授各 1-2名）
現在，岡m渥美センター長 （教育学部教授 内線3035）と梶田叡一教授 （内線3085）が着任している。本件に
関する！照会は，教育学部fl:務掛へお願いします。
（高等教育教授システム開発センター）
； 能楽鑑賞会の開催 ！ 
! －一郎巾とおり開催します一員一向 ； i 迎します。
言己 ！ ！ 日時…1一（一6恥 O分
8時40分終j寅 . ！ 会 場 京都観世会館 ~ 
8 京都市左京区岡崎円勝寺町44 電話77ト6114 t 
（東山仁王門を東へ約300メートル）
！ 演 目 狂言 鳴手主主主」 茂山千作
！ 能 「荘嵐」 片山九一茂山千三郎他
片山清司 ！ 
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I ＜随想＞ それを物語っている。 ＋ 
｝ この時代の記録の中に〔風病〕というのがあ fI 1200同の却の病気 る一一叫病で風病はな j
かなか平癒しなかったらしい。 言。
． 名誉教J受上野陽里 風病というのは，仏典に記載された疾患の 1 x 
t つである。症状は，皮膚崎燥し，頭髪は少な j
~ 平安京の建都は1200年前にさ く，情緒不安定で，多弁かつ夢のようなことを i
fかのぼる。京都人は，いったい . も しゃべるという。記載されたその内容は雑多 i
i 120問えどんな社会に生きて n.＝~l で，今日の医学常識では病名を同定しにくい。 ！ 
~ いたのだろう o ＼＇，~テ j なお，患者はのちに極めて高い地位についてい ~ 
x 当時の我が国は，平城京末期 姐血、竪ご－ る。 ~ 
~ から続く財政難，東北/IJ，兵の度 蕊，風病の治療法はおもしろい。それが根拠があ ~ 
I重なる失敗と軍事費の重圧 首 『 F るかどうかは別として 当時すでにかなり確立 Ej間同大宮廷ゆ略事例とが重な 制ていて加持祈祷…類一ヵっ ；
り，新都建設にふさわしい華やいだ世情ではな たのである。それによると，風病の第 1の治療 。
かったようだ。のちには，政府の賃金未払いの 薬は魚脂など4種類の油脂の投与である。この 6
ため，大工の逃亡が相ついだという。経済に行 根拠は分からない。また胡板など3種類の香辛 j
き詰まって，建都事業の継続は昨後に中止に 料の入った粥，麦を発酵させた薬剤，除風薬， 6 
なった。にも拘わらず，この巨大プロジェクト 蒜の投与，温浴療法，護身法があった。後2者 。O
をやりとげた当時の官僚の能力は優れたもので は今日のインドでも利用されている民間理学療 o
jある。彼らがすでにかなりの国際的な視野を 法である。これは仏典に記載されたものである 9 j持つ…捕であるまた歴史の記録に カら一川知一…る高 ；
は残らなかったものの，この困難の中を生き抜 い地位にあった患者は，これらの治療を当然受 Q
Oいて都を築いた町衆のしたたかさと底力も，な けていたであろう。 9 
京都市民の生活を享受しているのである。 れはビールではない。その中，蘇毘勅紫という
さて私の専門分野にかかわることであるが， 薬は大麦を水につけて 2,3日放置し少し酢味
建都当時の衛生状態はどんなであったろうか。 のでたものであり，漬麦汁はもっと発酵させ， 2 
特定の伝染病の大流行があれば，記録が残って それに他のジュースを混合したものである。後 1
いようし，記録から疾病名などは推察できる 者は高価な楽であったらしい。除風薬も穀物を 1
iが 幸いにもそれ山ったようである。痘癒 発酵させたものである。いずれもビールのよう j
き などの危険な伝染病は毎年のように流行を繰り に美味なものではあるまい。しかし1200年ま ；
！返していたであろうが，建都前後の時期に特別 え，京都ではビール モドキは大切な薬だった ！
！ の大流行はなかったらしい。しかし国家経済の のである。そういえば我が国で最初にホップを ！
j破綻に加えて，洪水や凶作があれば，建都まも 栽培したのが京都であるのは，何かの縁であろ i
' ない平安京の路上にも，寄る辺ない病人，放浪 うか。 ’ 
； 者行路病死者両親の保護を失つのとは （うえの ようり元原子炉問教授 平J
I 多かったであろう。和気広虫の弧児救済活動は 3年退官 専門は原子炉医療学） I 
856ー
